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今
きょう

日の学習で「わかったこと」「気づいたこと」「思ったこと」を書きましょう。

助け合って生活するために ②第4 章 1

2

副読本36 ー 37ページ

36

●▲ 受付 ●▲ 物
ぶっ

資
し

の搬
はん

入
にゅう

1 助け合って生活するために第4章

　今までに学校や家庭で学んできたことや経
けい

験
けん

してきたことが，

きっと避難所での生活にも生かせることでしょう。

　どのような場面で，どのような役
やく

割
わり

を果たすことができるか話

し合ってみましょう。

　避難所では，このような仕事がありました。

　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

では，住む家を失ったりライフラインが止まったりしたた
めに，宮

みや

城
ぎ

県
けん

だけでも約32万人が避
ひ

難
なん

所
じょ

で生活をしなくてはならなくな
りました。避難所では，そこに集まった人たちで生活のためのルールをつ
くり，助け合いながら生活しました。

●▲ 食事の配給

写真提供 : 南三陸 佐藤信一氏

●▲ 掃
そう

除
じ

写真提供 : たがじょう見聞憶

助け合って生活するために地
ち

域
いき

の一員としてどのようなことができるのでしょうか。

2019295ek
スタンプ


